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＜論文テーマ＞
中小企業における事業承継の現状を踏まえ、公的機関としての事業承継・引継ぎ支援センターの役割とプロジェクトマネージャーとして取り組むべき課題について、自身が考えることを述べてください。（８００字以内）

＜中小企業における事業承継の現状（一部紹介）＞
社長の平均年齢は右肩上がりで上昇するとともに、中小企業の後継者不在率は６７％となっています。特に２０２０年に年間約５万社となった休廃業・解散企業のうち９５％は小規模事業者で、その後継者不在は深刻化しています。また、休廃業・解散企業の６０％以上を黒字企業が占めており、事業承継・引継ぎ支援は、わが国の経済基盤の安定を左右する重要な業務です。
第三者承継、親族内承継など、承継の方法は様々ですが、どちらにおいても一番大切なことは現経営者に「承継の覚悟と承継時期の決定を促す」ことです。
９３．６％が親族承継であった１９８３年以降、年々親族承継率は減少し、２０１９年には５２，７％となる一方、第三者承継は増加傾向にあります。
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